
令和6年度　外国人介護人材実態調査結果

　県内で入所系の介護サービス施設・事業所を運営する法人472法人に調査し、
　216法人から回答があった。（回答率46％）

　「現在活用してなく、今後の活用予定がない」法人が50%で、人材が充足して
　いないにも関わらず、活用を考えていない法人が見られる。

（1）介護人材の充足状況

（2）外国人材の活用状況

１．調査対象、回答数

　２．調査結果（概要）
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　今後も外国人材を活用する予定がない法人が『外国人材を活用しない理由』は、
　1位「宿舎の確保（61%）」、2位「受入費用（49%）」、3位「受入体制（46%）」、
　4位「コミュニケーションが不安（26%）」という結果だった。

（3）外国人を活用しない理由

　　　（2）で「雇用してなく、今後の予定もない」と回答した法人に対する設問
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